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コメント（美馬）の視点

• 三つの世界という視点
生命科学／再生医療産業／臨床応用

•
• PSCs以降の生命観の変化
細胞が生物の単位であるが、その性質は流
動的である
初期化は数個の遺伝子による制御で、エピ
ジェネティックな要素は従の役割？
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ヒト胚モデルの重要性と問題点

ヒト胚モデルの研究の必要性 具体的に起き得る問題
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作業部会として踏み込んでいると見える点

統合胚・非統合胚の区分の廃止 胚モデルでの14日ルールの廃止
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生命科学の面

• ヒトあるいはほかの動物で個体の形成まで可能か？

• 個人的興味で、胎盤の形成に関与するレトロウイルス由来遺伝
子（シンシチン）に関して新しい知見は？
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再生医療産業の面

• 日本のiPS偏重は産業政策？

• ESとiPSの関係の現在は？ 競合？協力？

• RCTしないことによる問題（中絶胎児細胞でのPD治療との比
較）
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臨床応用の面

• 個体形成までiPSCで行うことに関する研究者コミュニティの考
え方は？

• 胚モデルから拡大して、オルガノイドの未来とは？
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コメントのまとめ

• 日本での規制として、①統合胚・非統合胚の区分なし、②モデルに
ついては14日ルール廃止、について、どう評価すべきでしょうか？

• 生命科学の面で、科学の進歩で（ヒト）個体の形成が可能になる
（いつ？）と考えられるでしょうか？

• 再生医療産業の面で、①iPSCが日本の国策化している点、②再生医
療の承認が前のめり？、と外からは見えるが、内部の研究者として
はどんな感触をもっていますか？

• 臨床応用の面で、①個体の形成が懸念されているが研究者コミュニ
ティとしてはどう答えるか、②胚モデルだけではなく、オルガノイ
ド一般についてどう評価しているか、についてもお考えをお聞かせ
ください。
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